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第１章 総 則  

（名称及び事務局所在地） 

第１条  本会は、名張市自衛隊家族会と称し、事務局を会長宅に置く。 

（目 的） 

第２条  本会は、防衛意識の普及高揚及び自衛隊に対する協力・支援等を通じ、我

が国の安全保障・防衛基盤の確立に寄与することを主たる目的として、併せ

て会員の研修、親睦及び相互扶助を図ることを目的とする。 

（事 業） 

第３条  本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１） 防衛講演会、防衛講話等の実施 

（２） 自衛隊に関する広報及び募集、援護、隊員の家族支援等自衛隊の諸業務

に対する協力 

（３） 自衛隊員の慰問・激励 

（４） 殉職隊員の慰霊及び遺族の援護 

（５） 国の安全保障・防衛に関する国政への陳情、請願及び署名活動を通じて

の国民運動 

（６） 会員の防衛に関する研修 

（７） 会員の親睦及び相互扶助 

（８） その他、本会の目的を達成するため寄与する事業 

（事業年度） 

第４条  本会の事業年度は、毎年 4 月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第２章 会 員 

（種 別） 

第５条  本会の会員は、次の入会希望する者をもって構成する。 

（１） 「正 会 員」 本会の目的に賛同して入会した自衛隊員の家族及びその

他の個人 

（２） 「賛助会員」 本会の事業活動を支援するため入会した名張市に居住す

る個人又は名張市に所在する法人若しくは団体 

（３） 「特別会員」 正会員及び賛助会員で８０歳以上の者 

（入 会） 

第６条  会員になろうとする者は、入会申込書を会長に提出し、その承認を得なけ

ればならない。ただし、自衛隊員の家族にあっては、承認を必要としない。 

（会 費） 

第７条  会員（特別会員を除く。）は、本会の事業活動等に経常的に生じる費用に

充てるため、会費を納入しなければならない。 

２  本会の会費は、連合会費を含めて年額３，５００円とする。 

３  当該年度８０歳以上（自己申告による。）の会員は、会費を免除する。 

（退 会） 

第８条  会員は、退会しようとする時は、退会届を会長に提出して、任意に退会す



ることができる。 

２  会員が死亡したとき、若しくは会員である団体が解散したとき、又は２年

以上会費を納入しなかったときは、退会したものとみなす。 

（拠出金品等の不返還） 

第９条  既納の会費その他の拠出金は、返還しない。 

 

第３章 役 員 

（役員の種類及び定数） 

第１０条 本会に次の役員をおく。 

（１） 会  長    １名 

（２） 副 会 長    ２名 

（３） 会  計    １名 

（４） 会計監査    １名 

（５） 書  記    １名 

（６） 理  事    若干名 

（役員の選任等） 

第１１条 役員は、総会において正会員から選任する。 

２  役員は互選により会長及び副会長を選任する。 

（役員の職務） 

第１２条 会長は、本会を代表し会務を統括する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長にその任務が果たせない状況が生じた場合、

その職務を代行する。 

３  会計、会計監査は、本会の会計業務、監査を処理する。 

４  書記は、本会の記録、事務等を処理する。 

５  理事は、会務に関する基本的事項を処理する。 

（役員の任期） 

第１３条 役員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに

関する定期総会の終結の時までとし、再任を妨げない。 

２  役員が、辞任又は任期満了した場合は、速やかに後任者を選任するものと

する。 

３  補欠又は増員のため選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期

間とする。 

４  役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、なお、

その職務を行わなければならない。 

（報酬等） 

第１４条 役員は無報酬とする。ただし、役員には、その職務を行うために要する費

用の支払いをすることができる。 

（名誉会長及び顧問） 

第１５条 本会に、名誉会長及び顧問を置くことができる。 

２  名誉会長及び顧問は総会の推薦により会長が委嘱し、必要により会長の諮

問及び相談に応ずる。 



 

第４章 会 議 

（種 別） 

第１６条 本会の会議は、総会及び役員会とする。 

２  総会は、定期総会と臨時総会とする。 

（定期総会） 

第１７条 定期総会は全会員を対象に年１回会長が招集し、次の事項を議決する。 

（１） 会則の改正 

（２） 前年度の事業報告及び決算の承認 

（３） 次年度の事業計画及び予算に関する基本的事項 

（４） その他役員会で必要と認めた会の運営に関する事項 

２  総会付議事項等について、急を要し総会を招集する時間的余裕が無い場合

は、役員会の議決をもって行うことができる。この場合は、次に開かれる

最初の総会に報告し承認を得るものとする。 

（臨時総会） 

第１８条 臨時総会は役員会で必要と認めた時会長が招集する。 

（役員会） 

第１９条 役員会は総会に次ぐ議決機関で、必要に応じて会長が召集し、総会付議事

項等について審議・決定する。 

（議 長） 

第２０条 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選任する。 

２  役員会の議長は、会長がこれに当たる。 

（議 決） 

第２１条 総会は出席者及び委任状提出者数が会員数の過半数をこえて成立し、議決

は総会出席者の過半数をもって決議される。可否同数の場合は議長がこれ

を決定する。 

 

第５章 会 計 

（事業計画及び収支予算） 

第２２条 本会の事業計画書及び収支予算書は、毎事業年度の開始の前日までに会長

が作成し、役員会の決議を経て直近の総会に報告するものとする。これを

変更する場合も同様とする。 

２  前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないとき

は、会長は、役員会の決議に基づき、予算成立の日まで前年度の予算に準

じ収入及び支出をすることができる。この場合における収入及び支出は、

新たに成立した予算の収入及び支出とみなす。 

（経 費） 

第２３条 本会の運営のため必要な経費は、会費・寄付金及びその他の収入によりま

かなうものとする。 

 



（予算及び決算） 

第２４条 本会の予算は、原則として年度事業開始前に役員会の議決により定め、決

算は年度終了後会計監査を経て総会の承認を得るものとする。 

（慶弔等） 

第２５条 会員、又は会員の子弟等の自衛隊員が死亡した場合は、家族会弔旗と香料

１０，０００円を贈るものとし、原則として会長若しくは副会長が参列す

る。 

２  会員の子弟等の自衛隊員が結婚した場合は、５，０００円の祝金を贈るも

のとする。 

３  その他、役員会で必要と認めた場合。 

 

 

附 則 

 １ この会則は、昭和５３年９月３日から施行する。 

 ２ 昭和５７年 ４月１１日一部改正。 

 ３ 平成 元年 ４月 ２日一部改正。 

 ４ 平成 ６年 ２月２０日一部改正。 

 ５ 平成 ８年 ８月１８日一部改正。 

 ６ 平成１０年 ４月１１日一部改正。 

 ７ 平成１４年 ４月２１日一部改正。 

 ８ 平成１６年 ６月２６日一部改正。 

 ９ 平成２１年 ５月１７日一部改正。 

１０ 平成２２年 ５月１６日一部改正。 

１１ 平成２５年 ６月 ９日一部改正。 

１２ 平成２９年 １月 １日一部改正。第３条は平成２９年４月１日から施行する。 


